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上中吹奏楽部東日本学校吹奏楽大会２年連続金賞部活動

中学生体験学習 ～事業所の協力で職場体験～教育

子育てSOS・児童虐待防止推進月間子育て

住宅用火災警報器を設置しましょう消防

題名『落葉キノコ』　～　林　義久さん（東4線北28号）の作品



（
順
不
同
）

　

永
年
に
わ
た
り
体
育
協
会
役
員
と

し
て
町
の
体
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

 
元 
木 　

も
と
き

 
俊 
明 　

さ
ん

と
し
あ
き

　
　
　
  
栄
町
3
丁
目（　

歳
）

78

自
治
功
労
賞１

名

　

永
年
に
わ
た
り
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
� 
士 　

た
か
し

 
清 
一 　

さ
ん

せ
い
い
ち

　
　
  
西
3
線
北　

号（　

歳
）

28

72

社
会
貢
献
賞

 
坂 
下 　

達 
次

さ
か
し
た

     

　

さ
ん

た
つ
じ

　
　
　
  
丘
町
1
丁
目（　

歳
）

79

　

永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会
及

び
生
活
安
全
推
進
協
議
会
会
長
と
し

て
安
心
・
安
全
の
地
域
づ
く
り
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。　

4
名

功
績
を
た
た
え
て

表
彰

 
桑 
田 　

く
わ
た

 
輝 
市 　

さ
ん

て
る
い
ち

　
　
　
  
緑
町
１
丁
目（　

歳
）

78

　

永
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
区
役
員

と
し
て
産
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

 
大 
角 　

勝 
美

お
お
す
み

     

　

さ
ん

か
つ
み

　
　
  
東
5
線
北　

号（　

歳
）

21

66

　

永
年
に
わ
た
り
文
化
財
保
護
委
員

会
委
員
と
し
て
文
化
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

町
の
発
展
や
地
方
自
治
の
振
興
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
町
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
た
た
え

　

月
３
日（
水
）文
化
の
日
に

１１社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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千 
秋 　

幸 
二

せ
ん
し
ゅ
う

     

　

さ
ん

こ
う
じ

　
　
　
　

大
町
１
丁
目（　

歳
）

77

　

文
化
財
保
護
委
員
会
委
員　

年
10

 
菅 
原 　

す
が
わ
ら

 
恵
久
子  
さ
ん

え
く
こ

　
　
　
　

本
町
2
丁
目（　

歳
）

68

　

教
育
委
員
8
年

 
佐 
藤 　

良 
二

さ
と
う

     

　

さ
ん

り
ょ
う
じ

　
　
　

西
6
線
北　

号（　

歳
）

31

40

　

体
育
指
導
委
員
６
年

 
山 
� 　

や
ま
ざ
き

 
洋 
平 　

さ
ん

よ
う
へ
い

　
　
　

上
川
郡
鷹
栖
町（　

歳
）

31

　

体
育
指
導
委
員
6
年

 
高 
口 　
　
 
勤

た
か
ぐ
ち

   
　

さ
ん

つ
と
む

　
　
　

旭
川
市
川
端
町（　

歳
）

68

　

監
査
委
員
8
年

  
勤
続
表
彰

5
名

文
化
功
労
賞

　

永
年
に
わ
た
り
菊
花
盆
栽
会
員
の

育
成
及
び
技
術
の
研
修
な
ど
に
尽
力

し
、
優
秀
な
人
材
の
育
成
に
努
め
、

文
化
祭
行
事
な
ど
に
積
極
的
に
協
力

さ
れ
、
文
化
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

 
瀬 
川 　
 
外 
吉 　

さ
ん

せ
が
わ 

そ
と
き
ち

　
　
  
西
2
線
北　

号（　

歳
）

22

85

教
育
委
員
会
で
は
、
町
の
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

文
化
活
動
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

団
体
・
個
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

文
化
奨
励
賞

 
安 
丸 　
 
千 
加 　

さ
ん

や
す
ま
る 

ち
か

　
　
  
西
5
線
北　

号（　

歳
）

20

24

　

全
国
青
年
農
業
者
会
議
の
意
見
発

表
部
門
で
最
優
秀
賞
の
「
農
林
水
産

大
臣
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
青

年
女
性
の
立
場
で
の
意
見
発
表
は
、

思
い
や
考
え
を
言
葉
で
伝
え
る
こ
と

に
よ
り
、
単
に
農
業
の
活
性
化
だ
け

で
は
な
く
地
域
の
青
年
活
動
や
文
化

活
動
に
も
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰

2
名

１
名
・
1
団
体

 
門 
� 　

博 
雄

     

　

さ
ん

か
ど
さ
き 

ひ
ろ
お

　
　
　
  
富
町
2
丁
目（　

歳
）

74

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　

名
・
8
団
体

15

　

町
内
・
道
内
・
道
外
と
幅
広
く
短

歌
を
発
表
し
活
躍
さ
れ
、
ま
た
平
成

　

年
か
ら
噴
煙
短
歌
会
会
長
と
し

11て
、
平
成　

年
か
ら
旭
川
市
と
き
わ

13

短
歌
会
の
選
者
と
し
て
広
く
会
員
の

育
成
に
尽
力
さ
れ
文
化
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

 
川 
村  
清
一
郎

     

　

さ
ん

か
わ
む
ら 

せ
い
い
ち
ろ
う

　
　
　
  
本
町
５
丁
目（　

歳
）

15

　

第　

回
北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技

41

大
会
男
子　

ｍ
で
4
位
に
入
賞
。
第

200

　

回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選

12手
権
大
会
に
出
場
し
、
男
子
Ａ　

ｍ
100

で
4
位
、
男
子
Ａ　

ｍ
で
3
位
に
入

200

賞
さ
れ
ま
し
た
。

 
谷 
口 　

創 
大

     

　

さ
ん

た
に
ぐ
ち 

そ
う
た

　
　
　
  
本
町
5
丁
目（　

歳
）

15

　

第　

回
北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技

41

大
会
に
出
場
さ
れ
、
男
子
1
千　

m
500

で
2
位
に
入
賞
。
第　

回
北
海
道

12

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
に

出
場
し
、
男
子
A
3
千
ｍ
で
優
勝
さ

れ
、
全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
し

た
。

 
新 
関 　

友 
基

     

　

さ
ん

に
い
ぜ
き 

ゆ
う
き

　
　
　
  
緑
町
１
丁
目（　

歳
）

13

　

第　

回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競

12

技
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、
男
子
Ｂ

１
千　

ｍ
で
5
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し

500

た
。

 
新 
関 　

涼 
介

     

　

さ
ん

に
い
ぜ
き 

り
ょ
う
す
け

　
　
　
  
緑
町
1
丁
目（　

歳
）

15

　

第　

回
北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技

41

大
会
に
出
場
し
、
男
子
1
千　

ｍ
及

500

び
男
子
3
千
ｍ
で
優
勝
さ
れ
、
第　
37

回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
に
出
場
し
、
男
子
3
千
m
で
6

位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

上
富
良
野
中
学
校

　
　
　

吹
奏
楽
部　

様

　

第　

回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

55

ル
中
学
校
B
編
成
の
部
で
金
賞
を
受

賞
し
、
第　

回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽

10

大
会
に
北
海
道
代
表
と
し
て
出
場
、

金
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 
� 
川 　
 
隆 
芽 　

さ
ん

せ
が
わ 

り
ゅ
う
が

　
　
　
  
泉
町
2
丁
目（　

歳
）

14

 
増 
田 　

梨 
沙

     

　

さ
ん

ま
す
だ 

り
さ

　
　
　
  
宮
町
１
丁
目（　

歳
）

13

　

第　

回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競

12

技
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、
女
子
B

砲
丸
投
で
2
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

第　

回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競

12

技
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、
男
子
Ａ

3
千
m
で
5
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し

た
。
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安 
井 　

研 
人

     

　

さ
ん

や
す
い 

け
ん
と

　
　
　
  
本
町
1
丁
目（　

歳
）

18

　

第　

回
北
海
道
高
等
学
校
少
林
寺

29

拳
法
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
旭
川

北
高
校
の
代
表
と
し
て
男
子
組
演
武

弐
段
以
上
の
部
で
1
位
に
入
賞
し
、

全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

 
山 
内    
沙
耶
佳   
さ
ん

や
ま
う
ち 

さ
や
か

　
　
　
  
宮
町
2
丁
目（
9
歳
）

　

第　

回
少
林
寺
拳
法
北
海
道
大
会

31

に
お
い
て
、
規
定
組
演
武
小
学
生
5

級
の
部
に
出
場
し
1
位
に
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。

 
國 
本 　

主 
税

     

　

さ
ん

く
に
も
と 

ち
か
ら

　
　
　
  
新
町
5
丁
目（　

歳
）

17

上
富
良
野
中
学
校

　

男
子
駅
伝
チ
ー
ム 
様

　

第　

回
北
海
道
中
学
校
駅
伝
競
走

28

大
会
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

か
み
ふ
黒
田
チ
ー
ム 
様

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

か
み
ふ
千
秋
チ
ー
ム 
様

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

か
み
ふ
福
井
チ
ー
ム 
様

　

第　

回
全
国
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

12

交
流
大
会
フ
ォ
ー
ス
の
部
で
準
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。

　

第　

回
全
国
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

12

交
流
大
会
フ
ォ
ー
ス
の
部
で
3
位
に

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

第　

回
全
国
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

12

交
流
大
会
フ
ォ
ー
ス
の
部
で
４
位
に

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

　

上
富
小
島
チ
ー
ム 
様

　

第　

回
全
国
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

12

交
流
大
会
ダ
ブ
ル
ス
の
部
で
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

か
み
ふ
穐
吉
チ
ー
ム 
様

　

第　

回
全
国
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

12

交
流
大
会
フ
ォ
ー
ス
の
部
で
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

　

第　

回
少
林
寺
拳
法
北
海
道
大
会

31

に
お
い
て
、
規
定
単
独
演
武
一
般
初

二
段
の
部
に
出
場
し
1
位
に
入
賞
さ

れ
ま
し
た
。

 
本 
間 　

加 
奈

     

　

さ
ん

ほ
ん
ま 

か
な

　
　
　
  
大
町
2
丁
目（　

歳
）

26

　

第　

回
北
海
道
銃
剣
道
選
手
権
大

50

会
に
出
場
し
、
個
人
戦
女
子
の
部
で

優
勝
。
第　

回
全
国
青
年
銃
剣
道
大

41

会
に
出
場
し
、
個
人
戦
女
子
の
部
で

準
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

 
鈴 
木 　
 
喜 
貴 　

さ
ん

す
ず
き 

よ
し
た
か

　
　
　
  
本
町
5
丁
目（　

歳
）

18

　

第　

回
北
海
道
高
等
学
校
少
林
寺

29

拳
法
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
旭
川

北
高
校
の
代
表
と
し
て
男
子
組
演
武

弐
段
以
上
の
部
で
1
位
に
入
賞
し
、

全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

 
相 
馬 　

裕 
介

     

　

さ
ん

そ
う
ま 

ゆ
う
す
け

　
　
　
  
本
町
5
丁
目（　

歳
）

18

　

第　

回
北
海
道
高
等
学
校
少
林
寺

29

拳
法
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
旭
川

北
高
校
の
代
表
と
し
て
、
男
子
団
体

演
武
の
部
で
1
位
に
入
賞
し
、
全
国

大
会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

上
富
良
野
中
学
校

　

女
子
駅
伝
チ
ー
ム 
様

　

第　

回
北
海
道
中
学
校
駅
伝
競
走

28

大
会
で
第
6
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し

た
。

星
島 
・ 
小
泉
チ
ー
ム 
様

　

第　

回
全
日
本
ダ
ブ
ル
ス
ボ
ウ
リ

38

ン
グ
大
会
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

 
小 
泉 　
 
節 
子 　

さ
ん

こ
い
ず
み 

せ
つ
こ

　
　
　
  
旭
町
1
丁
目（　

歳
）

45

　

第　

回
キ
ュ
ー
ビ
カ
A
M
F
ワ
ー

46

ル
ド
カ
ッ
プ
全
国
決
勝
大
会（
ボ
ウ

リ
ン
グ
）に
出
場
し
、準
優
勝
さ
れ
ま

し
た
。

 
佐
々
木  
優 
衣

     

　

さ
ん

さ
さ
き 

ゆ
い

　
　
　
  
宮
町
2
丁
目（　

歳
）

15

　

第　

回
北
海
道
中
学
生
優
秀
選
手

19

選
抜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い

て
、
富
良
野
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
優
勝
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
窪     　

朱 
音

     

　

さ
ん

く
ぼ 

あ
か
ね

　
　
　
 
丘
町
1
丁
目（　

歳
）

15

　

第　

回
北
海
道
中
学
生
優
秀
選
手

19

選
抜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い

て
、
富
良
野
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
優
勝
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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２
年
連
続
「
金
賞
」
受
賞

　
　

東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会 

　

第　

回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会
は
、　

１０

１０

月
９
日
に
東
京
都
府
中
市
府
中
の
森
芸
術
劇

場
「
ど
り
ー
む
ホ
ー
ル
」
で
行
わ
れ
、
コ
ン

ク
ー
ル
部
門
中
学
校
の
部
に
４
年
連
続
で
出

場
し
、
見
事
に
２
年
連
続
の
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

上
富
良
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
私
た
ち
は
、　

月
9
日
に
東
京
都
府
中
の

10

森
芸
術
劇
場
で
行
わ

れ
た
東
日
本
大
会
に

出
場
し
、
金
賞
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
賞
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
の
も
町

民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
私
達
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
の
ご

支
援
の
お
か
げ
で

す
。
本
当
に
心
か
ら

感
謝
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」

上
富
良
野
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

上
富
良
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
第　

回
５５

北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル（
９
月
４
日
開

催
）中
学
校
Ｂ
編
成
の
部
で
金
賞
を
受
賞
し
、

東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。

第　

回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

41
谷
口
創
大
君（
上
富
良
野
中
学
校
陸
上
競
技
部
）

　
　

月　

日
〜　

日
に
神
奈
川
県
横
浜
市
で

１０

２２

２４

開
催
さ
れ
た
第　

回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

４１

ク
の
男
子
３
千�
の
部
に
、
谷
口
創
大
君

（
上
富
良
野
中
学
校
３
年
）が
出
場
し
ま
し

た
。

　

上
富
良
野
町
か
ら
同
大
会
に
出
場
す
る
の

は
、
昭
和　

年
以
来
、　

年
ぶ
り
で
す
。

59

２６

谷
口
創
大
君
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
僕
は
３
千�
に
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は

予
選
落
ち
と
な
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
良
い

経
験
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
ま
で
に
な
い
ペ
ー
ス
で
レ
ー
ス
を
走

り
、
最
後
の
ほ
う
で
離
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
途
中
ま
で
先
頭
集
団
で
走
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
結
果
は
、
と
て
も
悔
し
い
も
の

で
し
た
。
こ
の
悔
し
さ
を　

月　

日
に
開
催

１２

１９

さ
れ
る
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会
で
生
か
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
全
国
駅
伝
ま
で
の
２

か
月
、
先
生
方
、
仲
間
と
と
も
に
頑
張
り
ま

す
。
そ
し
て
僕
一
人
で
は
で
き
な
か
っ
た
入

賞
を
上
富
良
野
中
学
校
陸
上
競
技
部
・
長
距

離
一
同
で
必
ず
達
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
で

応
援
し
て
く
れ
た
方
々
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
た
方
々
、
先
生
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
次
の
全
国
駅
伝
で
は
期
待
に
応

え
る
走
り
を
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

写真提供：株式会社フォトライフ写真提供：株式会社フォトライフ

谷口君：左から4人目ゼッケン8番谷口君：左から4人目ゼッケン8番
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例
年
、
学
校
は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
生

徒
の
受
け
入
れ
先
を
探
す
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
生
徒
の
希
望
も
取
り
入
れ
な
が
ら
体
験

先
の
割
振
り
、
体
験
内
容
の
打
合
せ
、
生
徒

へ
の
目
的
意
識
や
礼
儀
・
実
習
心
得
な
ど
の

事
前
指
導
、
実
習
を
通
し
て
学
習
で
き
た
こ

と
を
再
確
認
す
る
た
め
の
事
後
指
導
な
ど
時

間
を
か
け
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
体

験
学
習
の
さ
ら
な
る
充
実
が
求
め
ら
れ
て
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
授
業
時
数
も
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
大
切
な
事
前
・
事
後
指
導
に

お
け
る
時
間
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

本
町
の
中
学
校
2
校
で
は
、
各
校
ご
と
に

生
徒
の
受
け
入
れ
先
を
探
し
て
い
ま
し
た

が
、
教
育
委
員
会
が
町
内
の
協
力
事
業
所
を

リ
ス
ト
化
し
、
各
校
が
そ
れ
を
活
用
す
る
こ

と
で
指
導
時
間
の
確
保
が
で
き
る
と
考
え
ま

し
た
。
中
学
校
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
教
育

委
員
会
担
当
者
が
各
事
業
所
を
回
り
お
願
い

し
、
そ
の
結
果
、　

件
と
い
う
多
く
の
協
力

56

事
業
所
の
リ
ス
ト
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習

地
域
の
事
業
所
の
協
力
で

　

新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施
が
小
学
校

は
来
年
度
か
ら
、
中
学
校
は
平
成　

年
度
か

24

ら
と
間
近
に
迫
り
ま
し
た
。
新
た
に
加
わ
る

も
の
や
強
化
す
る
も
の
な
ど
指
導
内
容
に

様
々
な
変
化
が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
中
に
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
」
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育

と
は
、
若
者
の
ニ
ー
ト
化
な
ど
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

夢
や
希
望
を
持
ち
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す

る
力
を
育
む
た
め
に
、
体
験
活
動
を
重
視
し

な
が
ら
様
々
な
経
験
を
基
に
感
性
や
向
上

心
・
勤
労
観
・
職
業
観
の
育
成
を
め
ざ
す
も

の
で
す
。
中
学
校
で
の
職
場
体
験
学
習
は
、

そ
の
た
め
の
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
の
体
験
活
動
の
取
り
組
み

　

事
業
所
リ
ス
ト
を
利
用
し
て
、　

月　

日

10

19

（
火
）に
上
富
良
野
中
学
校
2
年
生
に
よ
る
職

場
体
験
学
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
を
受
け
て
中

止
と
な
っ
た
た
め
、
2
年
ぶ
り
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。
2
年
生　

名
は
朝
か
ら
元
気
に

110

各
職
場
に
向
い
、
挨
拶
に
始
ま
り
、
職
場
の

方
か
ら
の
説
明
を
受
け
、
実
習
体
験
へ
と

移
っ
て
い
き
ま
し
た
。　

　

農
園
や
美
容
業
・
製
造
業
・
自
動
車
整
備

な
ど
で
の
技
術
作
業
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
・
商
店
・
飲
食
店
・
観
光
業
の
従
業
員
、

保
育
園（
所
）・
幼
稚
園
・
小
学
校
な
ど
で
の
先

生
、
郵
便
・
消
防
・
図
書
館
・
自
衛
隊
・
医

療
機
関
で
の
職
員
と
し
て
生
徒
た
ち
は
生
き

生
き
と
学
習
し
ま
し
た
。「
緊
張
し
疲
れ
た

が
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。」「
仕
事
を
し
て

楽
し
か
っ
た
。」な
ど
の
感
想
を
帰
宅
後
に
話

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
保
護
者
の
方
か
ら

も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

上
富
良
野
中
学
校
職
場
体
験

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
の
方
々
に
心

よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
登
録

い
た
だ
き
な
が
ら
、
生
徒
数
の
関
係
か
ら
今

回
は
実
習
依
頼
の
な
か
っ
た
事
業
所
も
あ
り

ま
し
た
が
、
次
年
度
以
降
に
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
や
学
校
だ
け
で
な
く
地
域
も
含
め
て

子
ど
も
を
育
て
る
体
制
づ
く
り
を
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
中
、
多
く
の
事
業
所
の
ご
協
力

は
、
上
富
良
野
の
地
域
の
教
育
力
の
現
わ
れ

だ
と
考
え
ま
す
。「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力

を
持
っ
た
上
富
っ
子
」
の
育
成
の
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
多
く
の
方
面
か
ら
の
ご

協
力
・
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
東
中
中
学
校
は　

月　

日（
木
）に
実
施　

11

11

　

の
予
定
で
す
。

職
場
体
験
学
習
を
終
え
て

職
場
体
験
学
習
の
様
子
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問
合
せ
・
申
込
み

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
５
５
１
１

成  
人  
式

　

成
人
式
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成　

年
1
月
9
日（
日
）　

23

▼
受
付　
　

時　

分

12

30

▼
式
典
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
記
念
撮
影

　
　

時　

分
〜　

時

13

30

15

会
場　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

対
象　

平
成
2
年
4
月
2
日
〜
平
成
3
年
4

　

月
1
日
生
ま
れ
の
方　

そ
の
他

�
対
象
者
に
は
、　

月
中
旬
ま
で
に
、は
が
き

12

　

で
ご
案
内
し
ま
す
。

�
町
外
に
お
住
ま
い
の
方
で
出
席
を
希
望
さ

　

れ
る
方
は
、　

月　

日（
金
）ま
で
に
申
込

11

26

　

み
く
だ
さ
い
。

女
性
の
た
め
の

デ
ジ
カ
メ
写
真
編
集
活
用
講
座

　

マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
機
能
の
理
解
や
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
デ
ジ
カ
メ
写
真
の
編
集

を
活
用
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
程　
　

月　

日（
土
）　　

時
〜　

時

11

27

14

16

　
　
　
　

月
4
日（
土
）　　

時
〜　

時

12

14

16

　
　
　
　

月　

日（
土
）　　

時
〜　

時

12

11

16

18

　
　
　
　

月　

日（
土
）　　

時
〜　

時

12

18

14

16

会
場　

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所

放
課
後
ク
ラ
ブ
・
ス
ク
ー
ル

指
導
員
募
集

　

放
課
後
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
ス
ク
ー
ル
の
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

放
課
後
ク
ラ
ブ
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、
放
課

後
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
、
学
習

リ
ン
グ
プ
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
の
回
収

　

リ
ン
グ
プ
ル
を　
�
程
度
集
め
る
と
、
車

600

イ
ス
と
交
換
で
き
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
は
、　

個（
2�
程
度
）で
、
子
ど

800

も
１
人
分
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
な
り
ま

す
。　

回
収
で
地
域
の
い
ろ
ん
な
活
動
に
つ

な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

　

役
場
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
、
公
民

館
な
ど

※
各
小
中
学
校
で
も
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

　
　

月
７
日
〜　

日
の
期
間
、
旭
川
市
科
学

１０

１１

館
サ
イ
パ
ル
で
開
催
さ
れ
た
平
成　

年
度
上

２２

川
地
方
青
少
年
発
明
く
ふ
う
作
品
展
に
上
富

良
野
町
か
ら
４
品
出
展
し
、
見
事
全
作
品
が

入
賞
し
ま
し
た
。

　

旭
川
市
発
明
協
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
小

玉
彩
友
里（
上
小
５
年
）さ
ん
の
「
鳥
の
ラ
ク

ラ
ク
え
さ
や
り
マ
シ
ー
ン
」
は
、
北
海
道
青

少
年
科
学
技
術
振
興
作
品
展（　

月　

日
、

11

21

札
幌
市
青
少
年
科
学
館
サ
イ
エ
ン
ス
ホ
ー

ル
）に
出
展
さ
れ
ま
す
。

表
彰
受
賞

�
旭
川
市
発
明
協
会
会
長
賞

　

小
玉
彩
友
里
さ
ん（
上
小
５
年
）

　�
旭
川
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　

西
塚
竣
祐
さ
ん（
西
小
６
年
）

�
奨
励
賞　

　

林　

深
楓
さ
ん（
上
小
３
年
）　　

　

田
上　

隼
さ
ん（
西
小
３
年
）　　

平
成　

年
度
上
川
地
方
青
少

22

年
発
明
く
ふ
う
作
品
展
表
彰

の
場
と
し
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

内
容　

放
課
後
ク
ラ
ブ
・
ス
ク
ー
ル
事
業
に

　

お
け
る
学
習
活
動
の
指
導
と
安
全
管
理

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日　

放
課
後
〜　

時
18

　

土
曜
日　

9
時
〜　

時（
2
交
替
）　

18

※
勤
務
シ
フ
ト
に
よ
り
、
週
1
〜
6
回
以
内

報
酬　

謝
金（
時
間
単
価
に
よ
る
算
出
）

募
集
人
数　

若
干
名

応
募
資
格　

教
員
、
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士

　

の
資
格
を
有
す
る
健
康
な
方

申
込
方
法　
「
放
課
後
プ
ラ
ン
事
業
指
導
員

　

申
込
書
」
に
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

申
込
期
限　
　

月　

日（
金
）

12

24

受
講
料　

7
千
円（　

月　

日（
土
）に
徴
収
）

11

27

持
ち
物　

筆
記
用
具
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

対
象
者　

女
性
の
方

定
員　
　

名
20

申
込
期
限　
　

月　

日（
水
）

11

24

企
画
運
営　

　

パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル「
レ
イ
ン
ボ
ー
」

問
合
せ
・
申
込
み

　

代
表　

三
好
勝
枝

　
�
0
9
0
‐
8
2
7
8
‐
2
0
0
8

受賞作品
【鳥のラクラクえさやりマシーン】

　

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
を
通
じ
て
住
民
相
互

の
交
流
と
親
睦
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

日
時　
　

月　

日（
日
）　

受
付
8
時　

分　

11

28

45

会
場　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

1
チ
ー
ム　
　

円
500

競
技
種
目　

フ
ォ
ー
ス（
4
名
1
組
）　

チ
ー
ム
編
成　

1
チ
ー
ム
6
名
以
内（
住
民

　

会
内
）で
編
成

※
参
加
チ
ー
ム
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
限　
　

月　

日（
金
）

11

19

申
込
先　

各
住
民
会
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

第
2
回
住
民
会
対
抗

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
大
会

　

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

上
富
良
野
の
青
少
年
健
全
育
成
を

　

す
す
め
る
会（
事
務
局
教
育
委
員
会
内
）　

　
�
�
5
5
1
1　
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『
か
み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
計
画（
素
案
）』

　

募
集
期
間　

9
月　

日
〜　

月
8
日

10

10

　

意
見
提
出
件
数　

0
件　

　

か
み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
計
画（
素
案
）に

対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
ご
意
見
、
ご
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
の
募
集
と

同
時
に
、
北
海
道
に
も
意
見
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
次
の
内
容
が
寄
せ
ら
れ
、
計
画
に
反
映

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

�
北
海
道
の
意
見

　

計
画
素
案
中
に
看
板
な
ど
屋
外
広
告
物
の

規
制
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
屋
外
広
告

物
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
屋
外
広
告

物
条
例（
昭
和　

年
北
海
道
条
例
第　

号
）に

25

70

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
整
合
性
を
持
っ
た
内

容
と
す
る
必
要
が
あ
る
。 

町
の
考
え
方

　

北
海
道
屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
く
規
制

を
前
提
と
し
た
内
容
に
、
文
章
表
現
を
修
正

し
ま
す
。

�
北
海
道
の
意
見

　

現
在
上
富
良
野
町
区
域
は
、
景
観
行
政
団

体
で
あ
る
北
海
道
の
所
管
区
域
で
あ
る
が
、

上
富
良
野
町
が
景
観
行
政
団
体
と
な
る
日
を

住
民
意
見
募
集

住
民
意
見
募
集

  
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果

も
っ
て
、
上
富
良
野
町
の
景
観
行
政
所
管
区

域
と
な
る
。

　

上
富
良
野
町
の
景
観
に
関
す
る
条
例
の
施

行
日
、
策
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
か
み
ふ

ら
の
景
観
づ
く
り
計
画
」
の
執
行
日
な
ど
効

力
を
発
生
す
る
期
日
に
つ
い
て
は
、
北
海
道

所
管
と
十
分
に
調
整
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
の
考
え
方

　

景
観
法（
平
成　

年
６
月　

日
法
律
第　

16

18

110

号
）及
び
北
海
道
景
観
条
例（
平
成　

年
北
海

20

道
条
例
第　

号
）に
従
い
、
景
観
行
政
事
務

56

の
移
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
、
北
海
道
と

の
調
整
と
事
前
の
町
民
周
知
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

今
後
の
予
定

「
か
み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
計
画
」
は
、
町

景
観
づ
く
り
推
進
会
議
へ
の
諮
問
・
答
申
、

告
示
、
縦
覧
の
手
続
き
を
経
て　

月
中
を
目

12

標
に
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
く
届
出
や
行
為
規
制
に

つ
い
て
は
、
平
成　

年
4
月
か
ら
開
始
を
予

23

定
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
1
月
〜
3
月
の
期

間
内
に
町
広
報
誌
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

通
じ
て
の
お
知
ら
せ
と
届
出
対
象
行
為
に
関

す
る
事
前
相
談
を
開
始
し
て
い
く
予
定
で

す
。

　

イ
ラ
イ
ラ
し
て
つ
い
必
要
以
上
に
叱
っ
た

り
、
た
た
い
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
こ

の
ま
ま
で
は
虐
待
を
し
て
し
ま
う
の
で
は

…
」、「
も
し
か
し
た
ら
こ
れ
っ
て
虐
待
で
は

…
」
と
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
へ
の

虐
待
は
子
育
て
の
不
安
か
ら
始
ま
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
出
産
や
子
育
て
の
こ
と
で

悩
ん
で
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
な
い
で
信
頼
で
き
る
人
や
保
健
福
祉

課
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

11月11月

『
見
す
ご
す
な

幼
い
子
ど
も
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
』

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん　

子
育
て
を
し
て
い
る
方
へ

�
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や
保
護
者

　

の
怒
鳴
っ
て
い
る
声
が
聞
こ
え
る
。

�
子
ど
も
に
不
自
然
な
外
傷（
あ
ざ
、
打
撲
、

　

や
け
ど
な
ど
）が
見
ら
れ
る
。

�
保
護
者
が
小
さ
い
子
ど
も
だ
け
を
家
に
置

　

い
た
ま
ま
よ
く
外
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
著
し
く
様
子
が
お
か
し

上
富
良
野
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
、
子
ど
も
た
ち 

を
虐
待
か
ら
守
っ
て
い
ま
す
。

相
談
・
連
絡
・
お
問
合
せ　
　
　
　
　
　
　

　

保
健
福
祉
課　
�
�
6
9
8
7

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
�
�
6
5
0
1

　

旭
川
児
童
相
談
所　

　
　
�
0
1
6
6
‐
2
3
‐
8
1
9
5

地
域
で
見
守
る
「
あ
な
た
」
へ

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に

　

悩
ん
だ
時
に
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
や
旭
川
児
童
相
談
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

い
、
適
切
な
養
育
を
受
け
て
い
な
い
子
ど
も

が
い
る
よ
う
だ
、
と
気
づ
い
た
方
は
、
保
健

福
祉
課
や
児
童
相
談
所
に
連
絡（
通
告
）し
て

く
だ
さ
い
。
通
告
し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
通
告
し
た
後
で
、
虐
待
で
な
い
と
わ

か
っ
て
も
、
通
告
し
た
人
に
罰
則
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

あ
な
た
の
一
言
が
、
子
ど
も
と
親
を
救
う

き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

オレンジリボンには
子ども虐待を防止す
るというメッセージ
が込められています。

�
上
富
良
野
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

児
童
相
談
所
、
保
健
所
、
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
所
、
警
察
、
医
療
機
関
、
消
防
署
、
民
生
児

童
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
保
護
司
会
、
教
育

委
員
会
、
保
健
福
祉
課
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど



�   広報かみふらの ２０１０.11

　

一
般
家
庭
の
消
火
器
を
対
象
に
無
料

点
検
が
上
富
良
野
消
防
署
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
消
火
器
の
点
検
の
ほ
か

有
料
で
薬
剤
の
詰
替
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
や
消
防
車
の
展
示
、
消
火
器
を

使
っ
た
模
擬
消
火
体
験
、
高
所
救
助
作

業
車
の
搭
乗
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

世
帯
が
消
火
器　

本
の
点
検
を
受

84

113

け
、
薬
剤
詰
め
替
え
が
2
本
、
廃
棄
が

　

本
で
し
た
。
消
火
器
の
点
検
後
、
模

84擬
消
火
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
の
備
え
で
、
火
災
の
と
き

に
慌
て
ず
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
ね
。

火
災
に
備
え

消
火
器
無
料
点
検

10／16

　

図
書
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
し
か

け
絵
本
の
展
示
や
な
つ
か
し
の
時
代
劇

展
の
ほ
か
古
本
市
、
読
み
聞
か
せ
会
、

宇
宙
映
像
会
な
ど
の
催
し
が
図
書
館
ふ

れ
ん
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宇
宙
映
像
会
で
は
、
宮
沢
賢
治
の
作

品
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
を
題
材
に
し
た

ビ
デ
オ
映
像
と
上
富
良
野
町
か
ら
見
え

る
星
座
を
映
像
で
観
賞
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
親
子
や
子
ど
も
た
ち
は
食
い
入

る
よ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。
講
師
の
中

西
さ
ん
は
「
星
に
は
色
々
な
物
語
が
あ

り
ま
す
。
星
の
観
察
も
よ
い
で
す
が
、

星
に
ま
つ
わ
る
本
も
沢
山
あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

10／16・17

読
書
の
秋

図
書
館
ま
つ
り

「
や
っ
て
み
よ
う
協
働
」
と
題
し
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
、
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
の
早
瀬
昇
氏
を
講
師
に
、
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
会
に
は
約　

名
、
ワ
ー
ク

６０

シ
ョ
ッ
プ
に
は　

名
が
参
加
し
ま
し

１６

た
。

　

講
演
会
で
は
、
住
民
と
行
政
と
の
協

働
が
具
体
的
に
展
開
す
る
た
め
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
講
師
の
設
定
し
た
４
つ
の
テ
ー
マ

か
ら
一
つ
を
選
び
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
内
で
討
議
し
ま

し
た
。

10／22

地
域
福
祉
の
推
進
を

社
会
福
祉
大
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
し
て
、
第

　

回
上
富
良
野
町
社
会
福
祉
大
会
が
保

27健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
開
催

さ
れ
、
お
よ
そ　

名
が
訪
れ
ま
し
た
。

２８０

　

社
会
福
祉
に
貢
献
し
た
個
人　

名
と

２６

　

団
体
が
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら

１２表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

北
海
道
総
合
福
祉
研
究
セ
ン
タ
ー
理

事
長
の
五
十
嵐
教
行
氏
を
講
師
に
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
第
一
歩
」
と
題

し
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
小
中
学
生
が
応
募
し

た
福
祉
作
文
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
入
賞

し
た
小
学
校
低
学
年
・
小
学
校
高
学

年
・
中
学
校
の
部
の
そ
れ
ぞ
れ
３
名
が

作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

10／3

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講

演
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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お知らせ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

国
民
年
金

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
　
�
�
6
9
8
5

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
納
付

し
た
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
年
の
１
月
１
日
〜　

月　

日

１２

３１

ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で

す
。（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
保
険
料

な
ど
も
含
み
ま
す
。）

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」
又
は
「
領
収

書
」
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成　

年
中
に
国
民
年
金
保
険
料

22

を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
『
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
』（
ハ
ガ
キ
）が
、　

月
又
は
翌
年

11

2
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
必

要
で
す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

�
　

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
方

11

　

1
月
1
日
〜
9
月　

日
ま
で
の
間

30

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
。

※
証
明
内
容
は
、
今
年
納
付
済
額
と

　

月
以
降
年
内
納
付
見
込
み
額
で

10す
。

�
翌
年
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
方

　
　

月
1
日
〜　

月　

日
ま
で
の
間

10

12

31

に
、
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
。

※　

月
に
送
付
さ
れ
た
場
合
は
、
翌

11年
2
月
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

年
金
の
取
扱
の
変
更

町
民
生
活
課 
税
務
班

　
　
�
�
6
9
8
9

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産（
家
屋
）の
異
動
届

町
民
生
活
課 
税
務
班

　
　
�
�
6
9
8
9

　

町
で
は
、
平
成　

年
度
の
固
定
資

23

産
税
の
課
税
に
向
け
て
、
新
築
、
増

築
、
取
り
壊
し
、
売
買
な
ど
で
異
動

の
生
じ
た
家
屋（
住
宅
、
車
庫
、
倉
庫

な
ど
）の
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
中
に
家
屋
の
異
動
が

22

あ
っ
た
場
合
、　

月　

日（
木
）ま
で

１２

３０

に
町
民
生
活
課
税
務
班
へ
異
動
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
登
記

上
の
異
動
が
済
ん
で
い
る
方
は
、
届

け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
税
務
班
職
員
が
固
定
資
産

の
現
地
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

対
象
家
屋
を
発
見
し
た
場
合
、
固
定

資
産
評
価
を
行
っ
た
り
、
空
家
異
動

届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ　

　

町
民
生
活
課
税
務
班

　
�
�
６
９
８
９

忘
れ
ず
に
届
出
を

http://w
w
w
.nta.go.jp/

募
集
し
ま
す

　

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金
と
し

て
受
給
す
る
生
命
保
険
の
う
ち
相
続

税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ

い
て
は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な

ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ

う
な
年
金
に
係
る
税
務
上
の
取
り
扱

い
を
改
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成　

年
分
か
ら

１７

平
成　

年
分
ま
で
の
各
年
分
に
つ
い

２１

て
所
得
税
が
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い

る
所
得
税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
必
要
な
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
税
務

署
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
分
に
つ
い
て
、
早
い
方

１７

は
平
成　

年　

月
末
が
還
付
で
き

２２

１２

る
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
受
け
取
っ
た
年
金
の
受
給
権
が
相

続
税
や
贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な

る
場
合
は
、
実
際
に
相
続
税
や
贈

与
税
の
納
税
額
が
生
じ
な
か
っ
た

方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

　

富
良
野
税
務
署

　
�
�
2
1
4
4

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

生
ご
み
収
集
の
休
止

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

生
ご
み
処
理
を
行
っ
て
い
る
富
良

野
地
区
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
施
設

点
検
に
伴
い
、
施
設
が
休
止
に
な
り

ま
す
。
次
の
日
程
の
生
ご
み
収
集
は

行
い
ま
せ
ん
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
生
ご
み
を

出
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
　

月　

日（
金
）

１１

１９

　

緑
コ
ー
ス
〜
富
町
・
大
町
・
宮
町
・

　
　

南
町（
３
丁
目
を
除
く
）

�
　

月　

日（
土
）

１１

２０

　

赤
コ
ー
ス
〜
緑
町
・
旭
町
・
新
町
・

　
　

東
町
・
向
町
・
丘
町
・
桜
町
・

　
　

南
町
３
丁
目
・
東
中
市
街
地

※
該
当
す
る
地
区
の
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
に
は
「
収
集
し
ま
せ
ん
」

と
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

　
�
�
６
９
８
5

お
知
ら
せ

付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の

う
え
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金

は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故

な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
保
険
料
は
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め

ま
し
ょ
う
。

　

控
除
証
明
書
の
照
会
は
、
旭
川
年

金
事
務
所
又
は
控
除
証
明
書
に
表
示

さ
れ
て
い
る
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

旭
川
年
金
事
務
所

　
�
０
１
６
６�
１
６
１
１

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
�
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
１
１
７

防
災
無
線
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
サ
ー
ビ
ス

町
民
生
活
課 
自
治
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
F
A

X
送
信
サ
ー
ビ
ス
を　

月
１
日
か
ら

１２

対
象
者
を
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

募
集
対
象

　

聴
覚
障
が
い
者
、
又
は　

歳
以
上

６５

の
耳
の
遠
い
方

応
募
方
法

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

in
fo
rm
a
tio
n
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 石田 　正子
い し だ

    さん

ま さ こ

　先月号の佐藤さんからめぐって、石田さんにお
逢いしました。
『佐藤さんとは、以前から親しい仲でしたが、平成
５年より一緒に大正琴を習い、いしずえ大学も同
期で９年生です。旅行に一緒に行ったりと仲良く
しています。体を動かすのが好きで旭新あづま会
のフォークダンスに参加しています。健康管理の
ため暇があれば、パークゴルフ場に足を運んでい
ます。パークゴルフの「コスモス会」「楽しむ会」
の大会には欠かさず参加しています。今年はパー
クゴルフと観光をかねた帯広、沼田、置戸方面に一
泊しての大会や、当麻や太陽の里の日帰りの大会
にも参加してきました。冬はインドアゴルフをし
ています。沢山の友だちもでき楽しい毎日を過ご
し、健康であることに感謝しています。ぼけ防止
に毎日のように子どもたちになどにメールをして
います。いつまでも自分らしくと願っています。』

昭和12年生まれ
旭町3丁目

わが家の
ア�イ�ド�ル

おおむね２歳から就学前の
お子さんを募集しています

町民生活課自治推進班
��６９８５

�憲弘さん・比呂美さんの子�

吉田      夢 望
よ し だ

       ちゃん
  

ゆ め の

 妃  那     ちゃん

ひ な

　　    （ 3歳7か月・6歳1か月）
渡 辺      葵
わ た な べ

     ちゃん
  朱 音

あおい
     ちゃん

あ や ね

       　  （4歳2か月・1歳10か月）

�拓也さん・さやかさんの子�

み ん なの 伝 言 板

　全国の受刑者が職業訓練や日常の作業で作成した製品を

広く知ってもらうため、製作した家具などの展示即売会を

実施します。

日時　　11月13日（土）・14日（日）　９時～１８時

場所　　スーパーダイイチ上富良野店

主な展示品

　�和風棚・ドレッサー・テーブルなどの家具類

問合せ

　財団法人矯正協会刑務作業協力事業部　�０１６６�7031

刑務所作業製品の展示即売会

　若々しく力強い農山村と魅力的な観光都市の発展のため

専門の講師と地域住民の皆さんが一緒に考える会です。

日時　　11月26日（金）　13時～16時30分

場所　　富良野文化会館（富良野市弥生町1番2号）

参加料　無料

内容　　講演とワークショップ

講師　

　大崎　満氏　北海道大学教授CENSUS副センター長

　河野健二氏　森林総合研究所東北北海道整備局南富良野

　　　　　　　事業所長

　芝野博文氏　東京大学准教授北海道演習林長

申込み・問合せ

　東京大学北海道演習林　�0167�2111（内線12）

※11月25日17時までにお電話でお申込みください。

富良野地区合同ワークショップ
「富良野地方の美しい農山村景観維持のために」



�  広報かみふらの ２０１０.11

すぐできるエコ活動

　先月は脂質の摂取基準のエネルギー比率と脂質の働き
や上手なとり方として飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸につい
てお話しました。具体的にどれだけの脂質をとると良い
かお話します。
脂質は具体的にどれだけ摂ればいいの？
　例として30～49歳の女性で立位の仕事や軽い運動を
している人の脂質を算出すると、日本人の食事摂取基準
ではエネルギー摂取基準を1日2,000�（男性は2,650�）
としています。脂質の摂取基準はエネルギー比率で20
～25％としています。比率25％で計算してみると、1日
の脂質の摂取基準は56�となります。
　食べ物には脂質が含まれており、1日3食でおよそ45�
の脂質をとります。1日分の脂質摂取基準56�から食べ
物から摂取する脂質45�を差し引いた11�が、調味料
に使える脂質の量となります。
　脂質11�はサラダ油に換算すると大サジ1杯弱の量
で、炒め物や揚げ物の油、ドレッシング、マヨネーズなど
油の多い調味料を使う時の目安となります。
※男性はエネルギー摂取基準が多いのでこれよりも多く
なります。
揚げ物や炒め物にはどれだけ脂が使われるの？

※どちらも材料の総重量に対する割合です。

ー栄養士からのメッセージー栄養士からのメッセージーー

『脂質の適量は』『脂質の適量は』

問合せ　保健福祉課健康推進班　��6987

� 高田幼稚園 �
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『うさぎ』 『しか』
清  杉        愛    花
き よ す ぎ

      ちゃん
あ い か

（平成17年生まれ）
池  田        翔    哉
い け だ

      くん
し ょ う や

（平成16年生まれ）

　日常生活ですぐできるエコ活動を紹介していきます。
　今回は、「子どもの１日の中でできるエコのひと工夫」を
紹介します。ちょっとした「ひと工夫」で削減できる二酸
化炭素の削減量と節約効果です。
えんぴつ、消しゴムは最後まで大切に使おう！
給食は残さず食べよう！
外で元気いっぱい遊んで身近な自然を感じよう！
うがい・手洗いで水の出しっぱなしはダメ！
�水の節約…１�あたり0.３6�削減　0.3円節約
テレビゲームのやりすぎはダメ！
�テレビを消す…１時間あたり104�削減　5円節約
今日は早く寝よう！
�40Wの蛍光灯を１本消す
　　　　　　　　　　…１時間あたり19�削減　1円節約

�環境にやさしいお店…「エコ・アク
ション・ポイント」　のご紹介
「エコ・アクション・ポイント」は、
制度に参加しているお店で温暖化対策
型の商品やサービスを購入する際など
に付与されるポイントです。貯まった
ポイントでさまざまな商品との交換や
温暖化対策事業への寄附ができます。
　詳しくは北海道環境財団ホームページ又はエコ・アク
ション・ポイントｗｅｂをご覧ください。
　北海道環境財団ホームページ　http://heco-spc.or.jp/
　エコ・アクション・ポイントweb　http://eco-ap.jp/

資料提供：「環境行動ハンドブック」（北海道発行）
問合せ　町民生活課生活環境班　�６９８５

食育の食育の 推推進進

揚げ物の吸油率
油の量（％）調理法
6～8から揚げ
10～20フライ
15～25天ぷら

炒め物の給油率
油の量（％）調理法
3～5野菜ソテー
5～6チャーハン
10～15中華風炒め物



■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�０７１‐０５９６
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　大町２丁目２番１１号
　�０１６７�６９８５　�０１６７�５３６２
http://hp.town.kamifurano.hokkaido.
jp
jichi@town.kamifurano.lg.jp

● 人のうごき ●

平成２２年10月31日現在
(　)は前月比

(－13)11,778人人 口

(－  7)5,911人男

(－  6)５,867人女

(－  6)5,231世帯世帯
 　  ライオンズクラブ交通安全（10月8日）

広報かみふらの ２０１０. 11  �

町へ
◎矢田記一さん（広島県福山市）  100万円

町立病院へ
◎成田志津子さん　　　　　　　５万円

◎春名正義さん　　　　　　　　５万円

◎成田喜市さん　　　　　　　　５万円

ラベンダーハイツへ
◎長沼ひろ子さん　　　　　車椅子１台

◎ 田正信さん　　　　　　車椅子１台

◎コスモスグループ　　

　　　　　　ティッシュペーパー300箱

社会福祉協議会へ
◎春名正義さん　　　　　　　　５万円

◎成田喜市さん　　　　　　　　３万円

◎林下八千代さん　　　　　　　５万円

◎田中満佐人さん（神奈川県横浜市）

　　　　　　　　　　　　　　　５万円

◎サッポロビールホップ会　　　２万円

◎上富良野町飲食店組合　　　19,460円

◎上富良野町街頭放送協会　　61,273円

たくさんの善意
ありがとうございましたinnffoorrmmaattiioonn 富良野広域連合

上富良野消防署��２１１９

署防消

　上富良野町での住宅用火災警報器の設置期限は平成２３年５月３１日まで
です。
　住宅用火災警報器の設置率向上に伴い、住宅火災における死者が減少
しています。
　また、火災を未然に防いだ事例も増えており、火災から命を守る効果が
でています。

事例①
　住人が１階の寝室で就寝中に、２階階段室に設置した
住宅用火災警報器から警報音が鳴っていることに気付
き、確認に行くと、タバコの不始末により２階洋室から
火が出ているのを発見し、家族全員で避難した。住宅用
火災警報器の設置により、火災に早く気付き、避難する
ことができたため、死者は発生しなかった。

事例②
　住人が鍋に火をかけているのを忘れて外出してしま
い、鍋が空だきの状態となったことから発生した煙が開
放されていた寝室に流れ込み、設置していた住宅用火災
警報器が作動した。近所の住人が住宅用火災警報器の
警報音に気がつき、１１９番通報し、火災には至らなかっ
た。

　消防庁の統計によると、死者が発生した住宅火災には、住宅用火災警報
器を設置していないことが多い傾向にあります。
　火災から大切な命を守るため、住宅用火災警報器の早めの設置をお願
いします。

問合せ　上富良野消防署指導係　��2119　

あなたの命を守るため

平成２３年５月３１日までに

住宅用火災警報器の設置を


